
第 6学 年体育科 学 習指導案

見 督雪  晋害羊塁号雪獣::岩苦
日6f:'テ憲

男子19名  女 子 ■2名 計 31名
指導者  教 諭 高  橋  琢  弥

1,単 元名  走 り高眺び

2.単 元について

(1)教 材観
走り高跳びは、助走を有効に使って高さに挑戦して楽しむ運動である。また、

個人やグループ間で眺んだ高さを競い合つて楽しむこともできる運動である。
走り高跳びでは、走り幅眺びとは違い、リズミカルな助走が要求される。また、

踏切も水平速力を上昇力に変えるものでなく1てはならない。この、助走と踏切の
タイミングがぴたりと合つた時に腰が高ぐ引き上げられ、より高く眺ぶことがで
きる。自分にあった助走の方向や歩数を見つけだし、タイミング良く踏み切つた
,時の 「身体がふわっと率く感覚」カミ魅力である。

5歩や 7歩での輪踏み高眺び、アクセント高眺びで走り高眺び競争をする中お、
自然に各自にあつた助走が身に付いてくる。さらに各自の力やめあてに応じた僚
習の場を正夫することによって、やさじい技術づくりが可能な教材である。

(2)児 童観
‐1

事前に行つたアンケー ト調査によると、本学級の約 9割 の児童が、俸育は 「好
き」「どちらかといえば好き」と回答している。しかしながら、その理由を見てみ

ネれ齢繋
｀
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・
鯖謙猪チ捷予選を晏Rぼ唇靴拭

い」といつた、あま り望ましい とは言えない理由も含まれている。また、体育授
業に臨む際、「課題意識J「探求心」「伸びの自覚」「次への意欲」などの意識を持
つて取り組んでいるのは 「ときどき」 と回答 している児童が多 く、「いつも」と回
答している児童はがない。

これらのことか ら、体育を楽 しみにしてはいるものの、運動の特性にふれる楽
しさを十分に味わっていると'ま言い難い実態が見られる。さらに、自分に応 じた
目標 ・めあての設定や自分にあった学習活動 を選択 していくなどの、体育の 「学
び方」に対する意識にも、個々によつてかな りの差があることが伺われる。

「体育は好き」 と言いながらも、約 4割 の児童が、陸上競技に対しては 「疲れ
る 。苦手 ・向いていない」などのマイナス槙 向の反応 を見せている。そのような
中ぉ走 り高跳びに対 しては、「好 き 。おもしろそうだ」 と興味を示したり、「目標
を持つて跳びたい」などの期待感 を示している児童も多い。

(3)指 導観
子供は、より高く跳びたいとの欲求を持っている。 しかし、各自の体力やはさみ

跳びの技術獲得にはかなりの差があると予想される。革に眺んだ記録だけを問題に
してしまうと、友達 と比べて高く眺べない子は意欲を失いがちとなる。そこで、各
自の能力にあつた 「めやす」の記録を求め、実際の記録 と 「めやす」の記録との差
をもとに得点をつけ、その得点を伸ばす とい う方法をとつていくことで、達成欲求

も充実させたい。なお、各自の 「めやす」の記録は、池田延行氏の計算式 (ノモグ

ラム)で 算出する。 (得点については 「伸びの実感」をより味わうことができるよ

うに修正を加える。)
また、走り高眺びは、達成型の個人覆目ではあるが、グループによる競争型の学

習を取り入れることにより、練習の成果を試技に生かそ うとする意欲付けをはかる

と共に、仲間との関わり合いや学び合いの価値 も体験させていきたい。

本学級は、体育科の基本的な学習過程 (学び方〕カミまだ十分に身に付いていない

学級である。そこで、まず、踏切 と功走にポイントを置いた共通課題を中心に 「ね

らい1」 の学習をじ:つくりと進め、次の 「ね らい 2」 の段階に入つてから各自の課

題に対応した多様な学習を進めることができるような単元構成を組んでみた。
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り高眺びの競争の
及び挑戦の仕方がまだ分かつていない と
思われるのでヽやさしく挑戦できる場で
一人一人のリズムとテンポを吸収しなが
ら、競争の仕方や挑戦の仕方をゆっくり

強 樹髄 瓢 鍮 1
t の 学習             i

競争の仕万 ・挑戦の仕方が分か り、助
走 の要領 も身に付いてきた ら、 自分のめ
あてに応じて挑戦する場を選び工夫しな
がらギ記録を高める学習をしていく。

怪逮亨鰹轟密要探転認
|て上。と達員立【と世魚差習ュ………………1

はさみ跳びのマスター

モ グ ラム

3.単 元の目標

① 自 分のめあてを持つて、友達と協力したり教え合いながら、安全に留意して楽しく
学習できる。       ・

① 自 分の力に合う目標や課題の解決の仕方がわかる。
① や さしい跳び方で走り高眺び競争をしたり、自分の目標記録に挑戦して走り高跳び

を楽しなことができる。

4,単 元指導計画と評価規準 (総時間数 8時 間〉

(1)指 導計画

※学習の
方向付け

やさしい跳び方でグルージ
競争をしたり、自分の跳べそ

より高 く跳ぶために自分に
合った活動の場を選んで練習

※学習 の
まとめ

オリエンテ1      学 習弾容?
〇体ほぐしの運動ェと乳r"_」      〇 体ほぐしの運動  、
〇感覚 ・技台とを高める運動       iO記 録会

整 調

稲

3襲 ョ詰

笠

解 謗 コ ぷ
ふ_…三務封  ◎ グループ間での得点競争| ◎ 目標記録に挑戦
学習の  |…………………………‐す‐…………J―………………………却1_ピ哲遅啓軍ず胃整点溺3_障葦。丁

【関心・意欲・態度①】

【思考・判断①】

【技能①】

[関・乱・継01

【思・半l②l

【較能①】

【関・意・態②l
【関・意・態③l

【思考・判断②〕

【関心・音欲,態度①】
【関心・意欲・態度④】

【忠考・判断③】

【技能①】

主
な
評
価
規
準
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( 2 )弾

単元の朝

運動への関心・意欲 ・態度 ① め あてをもつて進んで運動に取り組み、競争する楽しさや自分の目標記録にJL戦する楽しさを味

わおうとする。

② 器 具や定路の安全を確かめようとする

③ ル 十ルを守り勝敗に対して本下な態度をとろうとする。

④ 役 害」を分担して、互いに協力して、教え合いながら運動をしようとする。

運動について思考 ・判断 ① 自分の能力に合つた目標の設定や課頓解決の仕方がわかっている。

② 競 争を染明毘碁N"官 ノ球劫帯り仕方翻 できる。

③ 教師や友達の助言を参考にしたり、学習カード(資料)を使つて練習方法を選んだり考えたりで

きる。

運動の技能 ① 高 く跳ぷためにブズミカルな助走から力強く蜘 り、麹 じ動 らヽ着地することができる。

一 ―    ―  ― ~

学習活動における帥 評価規準
氏ゴ帥ヴ

十分満足と判断する除の学習

における実現状況 (A)

、おおむね満足と判断する除の

学習における実現状況 (B)

努力を要すると判断する際の

学習における美現状況 (C)

運 動 へ の 関

心・意欲 ・態度

■、動く楽し

さ

走り高跳びの楽しさを味

わうために、自分の力にあ

つた課題をもって仲間と

かかわりながら進んで遼

動に取り組もうとする。

匿埜堂二運動する場の安

全を確かめようとしたり、

安全に運動するための約

束を守ろうとしたりする。

① 走 り高眺びの楽しさを味

わうために、自分の力にあ

つた課題をもって進んで

運動に取り組もうとする。

② 運 動する場の安全を確か

めようとしたり、安全に運

動するための約束を守ろ

うとしたりする。 .

走り高跳びの楽しさを味

わうために、謝 市の助言や

友達に言われて自分のカ

にあつた課題をもうて連

動ヤ」取り組もうとする。

教師の助言や友達のアド

バイスを受申 こ運動

しようとする。

③ ル ールを守り、勝敗に対し

て容Tな 態度をとり、テー

ム対抗の競争を楽しもう

とする。

④ 役割と掟 吹 五V にヽ協力

して教え合いながら走り

高跳びを楽しもうとする。

③ 教 師の助言や友達に言わ

基玉ルールを守り、勝戒に

対して'巡な憶度をとり、

テーム対抗の競走を楽し

もうとする。

④ 役 割を分担し、走り高眺び

を楽しもうとする。

2、集う楽じ

さ

ル‐ルを守り、勝救に対し

てみヽ下な態度をとり、チー

ム対抗の競争を楽しもう

としたり、仲間にも呼びか

けたりしようとしている。

友達に声をかけ卿 を分

担し、互いに協力して教え

合いながち走り高眺びを

楽しもうとする。

① 教 師の助言により自分の

めあてをもち、めあてを達

成するための練習方法を

友達 といつしょに選んで

いる。

② み んなが楽じめるような

ブレーノンで、歩3圭と→徹こ競

争を楽しんで` るヽ。

③ 教 師の指導や学習カー ド

降洲Dを 使つたり、友達

のア ドバイスを受けたり

して、課題解決に役立てて

いる。

3、わかる楽

しき

①  自 分のめあてをもち〔めあ

てを達成するための購

方法替選んだり、購 した

りして、明確に課題解決の

F 仕 方がわかっている。

② み んなが楽しめるような

ルールや競争の仕方を理

角字したり、改善したりして

やヽる。

③ 教 師の助言や学習カード

蜜料)数 ったり、友達

と跳び方を見合い、教え合

ったりして、課題解決に役

立碑 している。

① 自 分のめあてをも攻 めあ

てを達成するための練習

方法を選ぶなど、課題解決

の仕方がわかつている。

② み んなが楽しめるような

ルールや競争の仕方をし

ている。

③ 教 師の功言や学習カー ド

後潮 を技 つたり、娃

のりとび方を見たりして、課

題解決に役立て練習して

V る`。

運動について

届考 ・判断
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題 拘 齢 旨 4、伸びる楽

しさ

① 自 己の記録の伸びや目標

とする記録の進成を目指

して、リズミカルな助走か

ら、力5虫く踏み切つて室宣

帥
―
‐ l靖

地することができる。

自己の記録の伸びや目標

とする記録の達成を目指

して、ジズミカルな助走か

ら、力強く踏み切り、足か

ら着地することができる。

①教師の功言や友達のアドバ

イスにより、自己の記録の伸び

や目標とする記録の達成を目

指して、朗ぶことができる。
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5.本 時の指導

(1)目 標
◎々
・

やさしい眺び方でグループ競争をした
1むことができる。

r 器 具や走路の安全に留意 して活動する
。 勝 敗に対して正しい態度がとれる。

・

り、自分の拶【べそ うな高さに挑戦して楽し

ことができる。

。 3歩 または5歩 のアクセント高眺びの技術を、眺躍に生かすことができる。

関心 ・意欲 ・態度①

・定フ雨焼びの栞 しさを味わ うためЦ

自分にあつた蝶題を持つて仲阿と四わり

ながら巡んで運動に取り担 もうとする。

,女適球 をかけ役例を分担 し、工V こヽ

・定城 雛びの楽しさを味わうために、

自分の力にあつた松題を持って進んで避

mllに取 り紅 もうとする.

・空例を分単 し、三いに協力してた り高

'走 り前挑びの栞 しきを味わラため【

教師の助【や左避に■われて自分の力に

あつた躍肛を持つてコ動に取 り紅 もうと

二を■____口 と__、ぃ、ぃ_、___
・役割を分担 し、定 り商跳びを兼しも,

についての

思考 ・判断

・政師の21J言や宰習カー ド 〔資料)を 使

つたり、友養と跳び方を凡社合い、畿え

合ったりして、解赳解決に投立て数口じ

・政師のalJ百や球増ヵ― ド (責本め を空

ったり、友避の焼び方を見たりして、理

題椰共に役立て縦官している.

口散師の助哲や学習カー ド 〔貰■)を 使

つたり、友避のア ドHス を受けたりし

て、船皿挿批に役立てている。

,自己の通峰の伸びや目禄 とする口盛の

送成をR韓 して、yズ ミカル与加たから、

力型く蕗み切つて去定したlpJ作て既

:自己の岡欧の伸びや日報とする田観の

逮成を目指 して、リズミカルと助たから、

力動く踏み切 り、

ることができる。

・欧師のllJ廿や友避のア ド六ィスによ

り、自己の口鍬ののびや目報とする配鑑

の述成を目指して、既ぶことができる.

3

過
程

学習内容 ・児童の活動 橋専上の習意点、支援 (・)
評価 て※) 用 具 (米)

は

じ

め

1・ 学習内容の確認
〇集合 ・挨拶

・健康観察、服装点検、用具の準備は事前にしてお
く。

らい 口1         ヽ
やさしい跳び方でグルーフ

―
競争をしたり、自分の跳ぺそうな高きに挑戦して

2.準 備運動及び補助運動 ・足首、膝、腰を中心に良く動かして、体を温める
ようにし、運動への準備を整える。
・助走、略切、バー ・クリアランス、着地などにつ

ながる感覚や基礎技能を高める運動をさせ る。

3.め あて学習
〇今 日のめあての確認 ・学習の仕方を身 につけてい る 「ね らい 1」 の段階

では、全員共通のめあてで学習 を進めることとす
るが、個々のめあてについても、学習カー ドによ

り事前に把握 しておく。
*「 動 きのポイン ト」 「めあてにあつた練習の場の

選択の観点」を示した資料        __
めあて

5歩またはフ歩のリズムでタイミング良く跳ぼう。
練習方法

アクセン ト高跳びの練習をしよト
フ
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な

か

〇グループごとに各 自のカ
に合わせて用具を調整 し
練習するも

Oグ ループごとに伸間 と教
え合つて練習す

fる
。

○グループ競争をする。

ド自分のめわてに向かつて繰 り返 し棟習している姿
や、友達と積極的に関わつている姿を称責する。

B活動の中で自然発生的に教え合いができることが
理想だが、必要な場合は、相互評価 をする時間も.
設ける。      ′

K【関心 ・意欲 ・態度①】【思考 ・判断③】【技能①】
f     ‐          (観 集)

く 【関心 意ヽ欲 ・態度②】(観察)

・行動観察をして、実現状況C段 階の児童について
支援する。

*高跳び用スタンド、簡易スタンド (自作)、
ゴムひも、鈴、セーフテイマット マ ット、
踏切板、体操用の輪、

・もとのグループ (生活班)に 戻る。
【競争の仕方の確認】
・輪は覚用しない。踏切板の使用は可。
・助走の歩数は5歩 か 7歩 のいずれかとする。
・一人3回 の試技をし、最高記録をとる。
・グループ全量の得点の合計によって、勝故を決める

4.整 理運動

・「競争」にばかり目を奪われがちになるので、1班

あて」を意識して眺ぶように再度助言する。
・練習の際、評価規準③ 【技能】において、C段 陸
であつた児童にういては必要に応じて、踏切板,
外の用具の使用も認める。

※ 【関心 ・意欲 ・態度④】(観察)
※ 【関心 ・意欲 ・態度②③l(観 察))

ネ得点集計表

お
わ
り

5。 学習のまとめ
①学習カー ドの観点に沿つ
て自己評価

○あいさつ 。後始未

・努力の様子が見 られた子供数人に発表 させ 、動き

學尋基快程言冒留管哲紀暑晨そ警嘉才亀苫モF格高
と関わつて学んだことの価値を確かり合わせたい。

※ 全 観点 (カー ド)

*学 習カー ド
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